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小児科定点数

眼科定点数 

前週と比較しておおむね

1：1.5～2の増減

ほとんど増減なし

前週と比較しておおむね

1：2以上の増減

眼

科

類型 疾患名 報告数 累計   備考

2 結核 1 67 80歳代

3 腸管出血性大腸菌感染症 2 15 20歳代・Ｏ26・Ｏ157、70歳代・Ｏ血清群不明

4 Ｅ型肝炎 1 2 40歳代

4 日本紅斑熱 1 2 40歳代

4 レジオネラ症 1 23 70歳代・市外

5 劇症型溶血性レンサ球菌感染症 1 4 30歳代

5 梅毒 10 199 10歳代・1人、20歳代・4人、30歳代・2人、

40歳代・1人、50歳代・1人、60歳代・1人

5 バンコマイシン耐性腸球菌感染症 2 10 70歳代、90歳代
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２０２１年第３２週（８月９日～８月１５日）

■定点把握感染症報告状況（週報対象）

２０２２年第３１週（８月１日～８月７日）

■コメント

■全数把握感染症報告状況（新型コロナウイルス感染症を除く）

２ ＲＳウイルス感染症
定点当たり5.87人の報告があり、多い状況が続いています。生後数カ月までの乳児が初感染した場合は重症化しや

すいため、咳等の呼吸器症状がある人との接触を避けるなどの注意が必要です。おもちゃや手すりなど手の触れる部
分の消毒、手洗いの励行など、感染予防対策を心がけましょう。

３ ヘルパンギーナ

定点当たり1.22人の報告があり、増加が続いています。手洗いの励行、オムツの適切な処理など、感染予防対策を
心がけましょう。

新型コロナウイルス感染症新規感染者数の推移（広島市）

新
規
感
染
者
数
（人
）

週

１ 新型コロナウイルス感染症
第31週に13,351件の報告がありました。これまでで最も

高い感染レベルを更新し続けています。
高齢者や基礎疾患のある方が感染すると重症化リスク

が高まります。お盆の帰省等で高齢者の方等と会う場合
は、マスクを着用し、室内ではこまめに十分な換気を行う
など、より一層の感染対策を心がけましょう。

これ以上の感染拡大を防止するためには、一人一人が、
感染予防対策を徹底することが大切です。

2021年第28週～2022年第31週
（R3.7.12～R4.8.7）
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第27週 1 9 22 144 - 81 1 7 18 1 60 - 3 - - - - -
報 第28週 - 12 15 117 1 81 - 6 26 - 122 - 3 - - - - -
告 広島市 第29週 - 2 8 83 1 79 1 6 19 1 150 - 3 - 2 - - -
数 第30週 - 7 9 69 4 101 - 7 21 - 144 - 2 - - - - -

第31週 - 4 13 46 1 67 1 4 28 1 135 - 3 - - - - -
第27週 0.03 0.38 0.92 6.00 - 3.38 0.04 0.29 0.75 0.04 2.50 - 0.38 - - - - -

定 第28週 - 0.50 0.63 4.88 0.04 3.38 - 0.25 1.08 - 5.08 - 0.38 - - - - -
点 広島市 第29週 - 0.08 0.33 3.46 0.04 3.29 0.04 0.25 0.79 0.04 6.25 - 0.38 - 0.29 - - -
当 第30週 - 0.30 0.39 3.00 0.17 4.39 - 0.30 0.91 - 6.26 - 0.25 - - - - -
た 第31週 - 0.17 0.57 2.00 0.04 2.91 0.04 0.17 1.22 0.04 5.87 - 0.38 - - - - -
り 第29週 0.04 0.20 0.26 3.02 0.07 2.14 0.01 0.30 0.54 0.03 2.30 0.01 0.20 0.01 0.02 0.01 - -

第30週 0.03 0.17 0.28 2.73 0.07 3.01 0.02 0.28 0.75 0.02 2.35 - 0.22 0.01 0.03 0.01 - -
全国

コピー

（検査：広島市衛生研究所）

診断名 主症状 年齢 発症年月日 検査材料 　検出病原体

その他の呼吸器疾患 発熱(39.5) 気管支炎 鼻炎 3 2022/07/02 鼻咽頭拭い液 ﾊﾟﾗｲﾝﾌﾙｴﾝｻﾞｳｲﾙｽ1型

その他の呼吸器疾患 発熱(38.5) 咽頭炎 気管支炎 肺炎
細気管支炎  喘鳴 鼻炎 急性呼吸不全

不明 2022/06/28 咽頭拭い液　 ﾋﾄﾎﾞｶｳｲﾙｽ

その他の消化器疾患 腹痛 4 2022/05/31 糞便　 ｱﾃﾞﾉｳｲﾙｽ31型

＊感染症発生動向調査に基づく病原体定点搬入分のみ掲載

■定点把握感染症報告状況（週報対象）の推移

本週報は、速報性を重視していますので、今後調査などの結果に応じて若干の変更が生じることがあります。
なお、感染症情報の詳細についてはホームページでご覧いただけます。
URLhttps://www.city.hiroshima.lg.jp/site/infectious-disease/

【問い合わせ先】
広島市感染症情報センター/広島市衛生研究所 〒733-8650 広島市西区商工センター四丁目１番２号

TEL(082)277-6575FAX(082)277-5666E-Mailei-seikatsu@city.hiroshima.lg.jp

「風邪かな？」と感じたら、かかりつけ医や
コールセンター（積極ガードダイヤル）TEL：082-241-4566に連絡・相談しましょう。

全日24時間対応

＊新型コロナウイルス感染症に関する最新の発生状況、相談窓口等については、広島市ホームページ
「新型コロナウイルス感染症に関する情報（https://www.city.hiroshima.lg.jp/site/korona/）」からご確認ください。

■広島市における新型コロナウイルス感染症の発生状況（確定日で集計）

２０２２年第３１週（８月１日～８月７日）

【第31週(8月1日～8月7日)】

10歳未満 10歳代 20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60歳代 70歳代 80歳以上 不明 合計

1,707 1,754 1,937 2,106 2,240 1,550 906 620 435 96 13,351

【累計報告数（8月7日)現在】 ※2020年からの累計報告数です。

10歳未満 10歳代 20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60歳代 70歳代 80歳以上 不明 合計

18,152 18,752 21,400 20,245 19,837 12,286 6,598 4,769 3,999 163 126,201

■新たに判明した病原体検出状況


